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　東京家政大学学長
　早稲田大学名誉教授
清　水　　　　司
　“それは　きみ　たいへんおもしろいね　きみ　ひとつやってみたまえ”という言葉が彫られた
自然石の碑が，青森県浅虫温泉にある東北大学臨海実験：所の前庭にある．
　この言葉は，臨海実験：所をつくり，初代所長をつとめた，日本の近代生物学のパイオニアで，世
界的に著名な生物学者畑井新喜司先生（1876～1963）が，弟子たちに，よく言われていた言葉であ
るという．先生の死後，弟子たちが，この言葉のもつ心を後世につたえたいとのことから，先生の
書かれた原稿や，手紙から，先生の字を拾い集め，先生が書いたように再現し，つくったとのこと
である．
　過日，私は，先生のお弟子さんの一人である，加藤陸奥雄先生（元東北大学学長）に，実験所を
ご案内いただきながら，畑井先生の思い出をうかがった．ゼミなどでは，大変するどい質問をなさ
ったが，学生がなにかめづらしいものをみつけてきて，先生に質問すると，具体的なお答えはなさ
らないで，「それは君，大変おもしろいね，君ひとつやってみたまえ」という言葉が返ってくるの
が，つねであったそうである．
　そういう学究的雰囲気のなかで，研究者として，未知の世界に挑戦し，問題を発見し，試み，考
え，理解を深める，といった意欲と態度，能力を身につけていったという．そこで，先生の教えを
受けた多くの弟子たちが，いつまでも，この言葉を大事にし，忘れないでいるとのことであった．
　畑井先生の研究者として，また優れた教育者としての温いお人柄に，ふれる思いがして深く感銘
をうけた次第であった．
　畑井先生は，明治9年生まれ，明治31年にシカゴ大学に留学し，その後，ペンシルバニア大学
の教授となり，大正11年，東北大学に生物学教室をつくるとき，先生をおいて，他に近代生物学
をやれる者はいないとのことから，東北大学に招かれたが，ペンシルバニア大学の方でも離職を許
さず，両大学を往復しながら，研究教育に励げまれたという．
　昭和13年，東北大学を定年退官されたのちも，研究活動をされていたが，東京家政大学の前身
である東京女子専門学校校長に就任，戦後，新制大学としての初代学長も勤められた．私も“君ひ
とつやってみたまえ”の心を大事にしたいと思っている．
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